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[自己紹介]

1990年 3月24日生まれ

[経歴]

2012年 関西国際大学（兵庫県） 卒業

2012年 社会福祉法人モアヤングこもれびホームへ入社

2015年 ユニットリーダー就任

2016年 フロアリーダー就任

2017年 統括フロアリーダー就任

2020年 グループリーダー就任

[趣味]

•野球

•身体を動かすこと

S a i t o R y o t a

グループリーダー



施設概要

日中：１ユニット職員２名

夜間：４名の職員 ２ユニットで１人の職員が

２０名の利用者様の介護をおこなう

特別養護老人ホーム

定員80名





スタッフ自身が下記のビジョンイメージを持ち続け、新たな発想や
チャレンジによって、“困りごと”から、常に生まれ変わり進化し続ける

1.『もっと若く』
今までの仕事のやり方等、既成概念に囚われず、若く新鮮なひらめきや初心の気持
ちにかえって、業務遂行上のやり難さを改善する気持ちを持ち続ける

2.『ワクワクと』
どんなに、大きな高い壁がたちはだかっても、やり甲斐を見出し

出来ることから一歩ずつ手掛け乗り越える

３.『笑顔で』
どんなに悔しく泣きたいときでも笑顔を絶やさず、

周りの不安を払拭するような気概を持つ





法人概要

2001年７月 法人設立

2002年４月 ケアハウス 開設

2002年５月 デイサービスセンター 開設

2006年４月 ユニット型特別養護老人ホーム 開設

2011年４月 居宅介護支援事業所 開設

2019年度 ケアハウス
特定施設入居者生活介護サービス開始



ICT導入年表

2006年 2010年 2010年 2013年 2016年 2018年 2022年



ハードの問題点

管理機器が多すぎる
データ連携に

お金がかかりすぎる

新しいシステムを
さらに買い足す
必要がある



ソフト面の問題点

1. 夜間巡視を行う際、居室に入ると不穏になる

2. 夜間コール対応の優先順位

3. どのデバイスの、どの画面を見たらよいのかわからない

4. 複数の機器を持ち歩くのがしんどい



業務分析
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2021/2/12 7:00~翌7時までの実作業時間/配置人数 (休憩時間は除く)

その他業務（申し送り等） 排せつ介助（オムツ準備含）
食事・水分 臥床・離床
記録・PC操作 入浴



導入の
キッカケ

職員の夜間の

身体的負担・心理的負担の軽減

精度が高く、データ連携が充実した

見守り機器がないか探していた



４つのキーワード

機器

インフラ

運用 管理



➀業務用②利用者様用 分離した環境構築

インターネット網

業務向け無線ネットワーク網

利用者向け無線ネットワーク網

「業務向け無線ネットワーク網」

現時点で利用している範囲にWIFI機器を導入

（事務所内、会議室、通路など）

主に業務用として利用。法人本部様への各種サーバへの接続

および、クラウドサービス（グループウェア、奉行クラウド、

ワイズマン、WEB会議システム）への接続など

拠点間接続網
NTT SDX網

「利用者向け無線ネットワーク網」

新規で全館WIFIが接続できる環境を構築

（無線AP、LAN配線も新規で整備）

利用者様の健康状態や利用者様情報を管理運用できるように

するための途切れてはいけないICT機器を接続

ミタス管理 ICT機器

1. BCP対策

2. サイバー攻撃対策

3. IPｱﾄﾞﾚｽの枯渇防止

4. 接続スピードの確保

福井キヤノン管理





資料ご提供：ＨＩＴＯＷＡケアサービス株式会社

介護現場におけるICTの活用

一日の業務で負担量の多い、「夜間の巡視」を改善

とにかく
駆けつける

人が見て
把握する

考えて
判断する

必要に応じて
ケアをする

すぐ次の
居室へ

（従来の巡視）

（一日の介護業務の割合）イリーゼ練馬中村橋調べ（２０１９年） （夜勤職員の状況・心理）

夜勤に就く人が少ない
定着率が悪く安定した経営ができない

一人で多くの
高齢者を担当

ナースコールに
よる頻回な呼出

・巡視での見落としやミスが怖い
・自分が夜勤の時に何か起こったら困る

精神的負担増



プラットフォーム型見守りサービス

「ライフレンズ」
ライフレンズは映像センサーや体動センサーなど、複数の機器を接続可能なプラットフォーム型の見守りシステムです

各センサーによりお部屋の状況を「いつでも」「どこでも」「リアルに」確認できるので、
安否確認などの訪室業務の効率化や、業務削減に大きく貢献することができます。

体動センサー

ご入居者様の部屋 ケ アの現場

・状況・場所に依存しない
タイムリーな状態把握

・夜間巡視業務レス
・働きやすい環境の提供

温度設定情報
遠隔操作

睡眠/安否情報/離床

適切なケア

必要なケア

・安否情報
・居室内状況、在不在
・エアコン設定状況
・モバイル端末管理

ルームエアコン（オプション）

・毎日が安心・安全
・安眠の提供によるQOL向上
・感染リスク低減

必要に応じ
映像へ切り替え

映像センサー

居室内のご様子排せつセンサー
（オプション）



・ご利用者様の体動を検知
・安否確認／睡眠状況／在床状態

・ご利用者様の状態を映像で把握
・居室の様子

体動センサー

Vieureka
（AIカメラ）

安否確認
生存が確認
できるデータ

在床状態
ベッド上の状
況が確認でき
るデータ

睡眠状況
睡眠の状況が
確認できる
データ

居室の様子
ご利用者様の
状況が確認で
きるデータ

プラットフォーム型見守りサービス

「ライフレンズ」

NWカメラ

他社カメラ型システム

介護業務支援プラットフォーム

排泄センサー

排せつ情報
排せつ状況を
確認できる
データ

利用者の見守りニーズに合わせ、センサーの選択が可能

・利用者の排せつ情報を自動取得
・排せつ状況・リズムの把握

記録S
他社PF



体動センサー ２種類導入

① マットレスに設置したセンサーで、利用者の
体動・呼吸レベル・心拍レベルデータを取得
・体動 ＝ 身体の大きな動きの量
・呼吸/心拍 ＝ 小さな動きの量

② センシングした体動のデータにより、
お部屋パネルに利用者の状況を表示
（検知項目例）
・ベッド在床状況
・睡眠/覚醒
・心拍/呼吸レベル など

お部屋パネルでの表示例

呼吸
レベル

心拍
レベル

在床状況
アイコン

生活リズムレポート表示例

スタッフ様の
目視に代わり
自動で確認

コスパ重視

精度重視



AIカメラ ビューレカ

① 居室全体のご様子を映像で確認
・お部屋全体を見渡せる広角な映像のため、
ベッド上はもちろん、居室全体における
ご入居者の状況がよりリアルに把握

② 必要なタイミングに映像に切り替え
・部屋の状況や即時対応の必要性・優先度の判断が、
手元の端末でいつでも可能

③ プライバシーの配慮
・ぼかしレベルは強弱変更可能

④ AIを活用して利用者の動きを検知(開発中)
・部屋内の動きあり/なし
・トイレ在/不在
・人数増減の検知 など

センサー実物写真

映像イメージ

必要なタイミングで
映像へ切り替え



モアヤング様と取組中の先進テクノロジー

排せつセンシング

次世代通信規格
「ｓXGP」

データ利活用





ライフレンズによるメリット

ケアの質の向上と業務効率化の両方を確保した夜間業務の改善

身体的・精神的ストレスの低減による離職防止・定着率向上

訪室しなくても入居者様のご様子を一目で把握できる

ワイズマンとの連携によるバイタルの自動記録

定期的なソフトウェアアップデート



さらなる有効活用に向けて

アラートに対する危機感・必要性が薄れてきた

PHSへの依存がまだ続いている

利用者の状況を把握しながら優先順位をつける







終わりに

身体的・心理的負担軽減

ネットワークの管理、把握

最終的なビジョンの明確化


